
議
員
　
教
育
の
連
続
性
の
効
果

が
期
待
で
き
る
小
中
一
貫
校
や
、

生
徒
の
自
主
性
を
重
ん
じ
る
学

校
選
択
制
の
導
入
と
、
教
育
長

が
考
え
る
今
後
の
戸
田
市
の
教

育
は
。

教
育
長

期
間
を
限
っ
た
小
・

中
学
校
教
員
の
相
互
派
遣
を
研

究
し
、
ま
た
国
際
理
解
教
育
推

進
特
区
を
も
と
に
、
小
中
学
校

の
英
語
活
動
の
関
連
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
一
貫
校
に
つ
い

て
は
検
討
課
題
と
い
た
し
ま
す
。

一 般 質 問

議
員
　
生
活
保
護
法
で
は
、
国

が
生
活
に
困
窮
す
る
す
べ
て
の

国
民
に
対
し
、
そ
の
困
窮
の
程

度
に
応
じ
必
要
な
保
護
を
行
い
、

そ
の
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
自
立
を

助
長
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

漓
長
引
く
不
況
の
影
響
や
、
高

齢
・
母
子
家
庭
世
帯
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
保
護
は
全
国
的
に

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
本
市
に

お
け
る
保
護
の
現
況
は
。

滷
申
請
に
よ
る
保
護
の
開
始
の

法
定
期
限
は
１４
日
以
内
、
最
大

適正化�生活保護の適正化を�

伊東　秀浩　議員�

や
高
齢
化
、
離
婚

の
増
加
が
主
な
原

因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

滷
申
請
を
受
理
す

る
と
、
訪
問
調
査

を
含
む
関
係
先
調

査
を
実
施
し
、
国

の
基
準
に
満
た
な

い
場
合
、
生
活
保

護
の
決
定
と
な
り
、

１５
日
か
ら
３０
日
の

間
に
通
知
を
し
て

い
ま
す
。

澆
平
成
１４
年
度
の
保
護
人
数
は

１
万
３
２
３
９
人
で
、
対
前
年

比
延
べ
１
８
６
１
人
の
増
、
扶

助
費
も
２
億
５
０
０
０
万
円
増

加
し
て
お
り
、
今
後
と
も
増
加

傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

潺
毎
年
度
、
基
本
方
針
・
運
営

方
針
を
立
て
、
保
護
の
適
正
実

施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

潸
先
般
、
国
か
ら
住
宅
扶
助
の

是
正
や
市
費
負
担
を
な
く
す
な

ど
、
新
た
な
指
針
や
負
担
の
原

則
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
と

も
、
国
・
県
へ
の
要
望
を
行
い

ま
す
。

澁
保
護
の
適
正
化
を
図
り
、
被

保
護
者
の
自
立
支
援
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

10

議
員
　
医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
は

市
内
唯
一
の
公
的
医
療
機
関
で
、

内
科
・
小
児
科
を
中
心
に
、
診

療
時
間
の
受
付
を
午
前
８
時
３０

分
〜
１１
時
３０
分
、
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分
、
土
曜
日
は
午

前
中
の
み
で
、
日
曜
日
は
休
診

と
し
て
い
る
が
、
診
療
時
間
を

延
長
で
き
な
い
か
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

人

員
配
置
や
超
過
勤
務
の
問
題
も

あ
り
、
直
ち
に
大
幅
な
拡
大
を

行
う
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
現

行
の
体
制
の
ま
ま

で
も
可
能
な
範
囲

と
し
て
、
平
日
午

後
の
診
療
受
付
を

午
後
４
時
ま
で
、

実
質
診
療
時
間
午

後
５
時
ま
で
と
し
、

１１
月
１
日
よ
り
実

施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員
　
戸
田
市
は
、

平
日
の
夜
間
急
患
診
療
が
蕨
市

と
交
代
で
毎
日
夜
７
時
３０
分
か

ら
１０
時
３０
分
ま
で
実
施
。
平
日

午
後
の
診
療
受
付
か
ら
夜
間
診

療
受
付
ま
で
４
時
間
。

多
く
の
民
間
の
医
療
機
関
が

実
施
し
て
い
な
い
時
間
帯
に
外

来
診
療
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、

民
間
の
医
療
機
関
の
経
営
圧
迫

も
少
な
い
の
で
は
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

救

急
医
療
に
な
ら
な
く
て
も
す
む

診
療
時
間
の
延
長
は
、
外
来
患

者
の
出
口
調
査
で
も
、
平
日
の

夕
方
、
土
曜
日
の
午
後
の
診
療

要
望
が
多
く
、
そ
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

建
て
替
え
構
想
の
中
で
も
検

討
中
で
す
が
、
運
営
面
で
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
努
力
は

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
員
　
地
域
の
保
健
医
療
は
、

健
康
増
進
を
初
め
、
疾
病
予
防

治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
在
宅
ケ
ア

ま
で
、
包
括
的
・
継
続
的
か
つ

効
率
的
に
進
め
る
べ
き
で
、
こ

れ
か
ら
の
医
療
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
医
療
機
関
が
自
己
の
機
能
を

最
大
限
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

他
の
医
療
機
関
と
連
携
を
密
に

し
、
分
担
し
て
患
者
さ
ん
を
一

緒
に
診
察
す
る
、
い
わ
ゆ
る
地

域
型
医
療
が
理
想
と
感
じ
る
。

市
内
唯
一
の
公
的
医
療
機
関

と
し
て
、
医
療
保
健
セ
ン
タ
ー

の
果
た
す
役
割
は
と
て
も
重
要

で
、
方
向
性
を
明
確
に
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
民
間
の
医

療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
市

民
に
と
っ
て
必
要
と
思
わ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
要
望
す
る
。

議
員

下
笹
目
バ
ス
停
交
差
点

の
交
通
量
の
増
加
に
伴
っ
て
、

交
差
点
の
各
カ
ー
ブ
箇
所
に
、

歩
行
者
等
に
配
慮
し
た
埋
め
込

み
式
の
光
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
鋲

の
標
識
を
設
置
し
て
、
車
輌
の

巻
き
込
み
事
故
防
止
対
策
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長

下
笹
目
バ
ス

停
交
差
点
の
通
過
交
通
量
は
、

年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

お
り
ま
す
。
信
号
待
ち
の
歩
行

者
等
に
対
す
る
左
折
時
の
車
輌

巻
き
込
み
事
故
防
止
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
多
く
の
市
民
か

ら
安
全
確
保
の
改
善
依
頼
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
担
当
課
で
は
い
ろ

い
ろ
検
討
し
て
お
り
ま
す
が
、

設
置
に
つ
い
て
は
蕨
警
察
署
・

国
際
興
業
バ
ス
と
協
議
し
、
現

状
に
適
し
た
最
善
の
車
輌
巻
き

込
み
防
止
対
策
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

中
央
通
り
大
宮
バ
イ
パ

ス
以
西
の
道
路
縁
石
の
撤
去
と

歩
道
用
の
水
路
敷
き
の
改
修
工

事
を
行
っ
て
、
市
民
に
安
全
・

安
心
の
道
路
改
修
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

ま
た
、
喜
沢
通
り
「
世
界
市
」

前
の
駐
車
問
題
に
対
応
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長

ご
質
問
の
中

央
通
り
大
宮
バ
イ
パ
ス
以
西
の

縁
石
を
撤
去
し
、
車
道
と
歩
道

を
フ
ラ
ッ
ト
に
整
備
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
の
安
全

か
つ
円
滑
な
交
通
の
妨
げ
に
な

っ
た
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
走
行

時
の
視
認
性
の
低
減
、
ま
た
、

不
法
駐
車
を
招
く
原
因
に
も
な

り
、
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

水
路
の
改
修
工
事
は
、
財
政

状
況
を
勘
案
し
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
歩
車
道
の
フ
ラ
ッ

ト
化
に
つ
い
て
も
、
所
轄
警
察

署
と
協
議
を
し
、
ま
た
、

地
元
町
会
等
の
意
見
を

聞
く
な
ど
、
整
備
の
可

否
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

市
民
生
活
部
長

喜
沢

の
「
世
界
市
」
前
の
駐

車
問
題
は
、
蕨
警
察
署

に
取
り
締
ま
り
の
強
化

を
依
頼
し
、
ま
た
、
店

内
放
送
の
励
行
、
誘
導

員
の
増
員
、
駐
車
場
の

確
保
等
の
対
応
策
を
お

願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�
　外来診療時間の延長�
医療保健センターの�
　外来診療時間の延長は�

斎藤　直子　議員�

　　　　　安全を�
　　　　　もたらす�
市民生活に安全を�
　　　　　もたらす道路に�

中名生　隆　議員

一 般 質 問

で
３０
日
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

申
請
か
ら
決
定
に
至
る
ま
で
の

取
り
組
み
は
。

澆
平
成
１４
年
度
の
生
活
保
護
費

は
２１
億
５
９
６
万
円
で
、
市
負

担
額
は
５
億
１
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
将
来
的
な
保

護
動
向
の
予
測
を
考
慮
し
、
財

政
面
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

潺
保
護
の
実
施
や
運
営
に
つ
い

て
細
心
の
注
意
を
払
う
べ
き
と

思
う
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

潸
ホ
ー
ム
レ
ス
や
第
２
種
社
会

福
祉
事
業
宿
所
に
つ
い
て
の
対

策
は
。

澁
今
後
の
取
り
組
み
方
は
。

福
祉
部
長

漓
平
成
１０
年
度
よ

り
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
１５

年
４
月
に
は
１
・
１１
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
雇
用
環
境
の
悪
化

教
育
長

習
熟
度
別
に
つ
い
て

は
そ
の
効
果
等
、
多
面
的
か
ら

判
断
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
教

科
担
任
制
に
つ
い
て
は
、
期
待

さ
れ
る
成
果
や
課
題
等
を
踏
ま

え
、
諸
条
件
を
確
認
し
、
実
施

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

正
門
の
改
修
は
、
来
年
度
に

美
谷
本
小
学
校
を
行
い
、
そ
の

他
に
つ
い
て
も
年
次
計
画
の
も

と
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
防
犯
灯
・

街
路
灯
の
設
置
は

議
員
　
緊
急
通
報
装
置
と
防
犯

カ
メ
ラ
搭
載
の
ス
ー
パ
ー
防
犯

灯
と
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
式
の

街
路
灯
を
設
置
し
て
は
。

市
民
生
活
部
長

ス
ー
パ

ー
防
犯
灯
は
設
置
効
果
も

高
い
こ
と
が
言
わ
れ
て
お

り
、
本
市
の
犯
罪
発
生
率

も
高
い
こ
と
か
ら
、
積
極

的
に
国
・
県
に
要
望
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

都
市
整
備
部
長

次
世
代

光
源
と
し
て
、
環
境
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
も
適
応

し
た
方
式
と
し
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

�
　　　 　教育改革�

小中一貫校・�
学校選択制導入で教育改革を

奥田　実　議員�

学
校
選
択
制
は
、
平
成
１７
年

度
よ
り
中
学
校
を
対
象
に
導
入

し
、
教
育
課
程
の
弾
力
化
、
指

導
方
法
の
改
善
、
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
そ

の
後
、
小
学
校
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
の
不
易
と
流
行
を
見
極

め
、
目
的
を
明
確
に
し
、
現
場

の
ニ
ー
ズ
を
大
切
に
し
、
学
校

教
育
充
実
構
想
を
も
と
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
員
　
生
徒
本
位
の
習
熟
度
別

ク
ラ
ス
編
成
、
よ
り
き
め
の
細

か
い
授
業
が
で
き
る
小
学
校
の

教
科
担
任
制
の
取
り
組
み
、
正

門
の
改
修
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
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▲巻き込み防止対策を

▲今後も増加傾向に（市福祉課窓口）

▲医療保健センター外来窓口

▲小中一貫校へは（写真は戸田東小と戸田東中）


